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教
育
委
員
の
任
命

　

平
成
19
年
９
月
30
日
で
任
期

満
了
と
な
る
教
育
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
、加
藤
一
枝
さ
ん（
光

善
寺
）、
前
田
光
洋
さ
ん
（
鶉
）

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選

任
　

平
成
19
年
９
月
21
日
で
任
期

満
了
と
な
る
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
三

ツ
井
稔
司
さ
ん
（
篠
塚
）
を

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
委
員
の
委
嘱

　

平
成
19
年
９
月
30
日
で
任
期

満
了
と
な
る
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て
、神
谷
保
夫
さ
ん（
太

田
市
）、
関
谷
勝
次
さ
ん
（
石

打
）、関
田
き
よ
子
さ
ん（
狸
塚
）

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

23
年
３
月
31
日
に
改
正
し
ま
し

た
。

町
道
の
路
線
認
定
及
び
廃
止

　

鶉
区
画
整
理
事
業
等
に
よ

り
、
町
道
の
路
線
認
定
及
び
廃

止
を
し
ま
し
た
。

【
人
事
案
件
】

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

法
務
大
臣
か
ら
、
委
嘱
さ
れ

て
い
る
人
権
擁
護
委
員
の
内
２

人
の
任
期
が
、
平
成
19
年
12
月

末
に
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
岩
﨑
公
珍
さ
ん
（
秋

妻
）、堀
越
菊
太
郎
さ
ん（
赤
堀
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

公
平
委
員
の
選
任

　

平
成
19
年
９
月
15
日
で
任
期

満
了
と
な
る
公
平
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
、福
地　

正
さ
ん（
中

野
）
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

一
部
繰
越
明
許
費
繰
越
額
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
執
行
率
は

93
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
庁
舎

建
設
事
業
、
保
健
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
、
町
道
幹
線
６
号
線
・

19
号
線
な
ど
の
緊
急
地
方
道
路

整
備
事
業
、
町
内
各
小
中
学
校

の
天
井
扇
設
置
事
業
等
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

継
続
的
事
業
で
は
、
町
道
改

良
整
備
事
業
、
用
悪
水
路
改
修

事
業
、
公
園
整
備
事
業
、
土
地

区
画
整
理
事
業
等
の
生
活
環
境

整
備
事
業
を
始
め
、
第
五
次
総

合
計
画
で
計
画
さ
れ
た
諸
事
業

の
推
進
が
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
、
地
方
分
権
、
行
財
政

改
革
を
推
進
す
る
中
に
お
い

て
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
よ
う
財
政
運

営
に
努
め
、
さ
ら
に
時
代
に
沿

っ
た
事
務
事
業
の
改
善
・
見
直

し
を
行
な
い
、
よ
り
一
層
の
効

率
的
な
行
政
執
行
に
努
め
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
健
全
財
政
を

堅
持
さ
れ
ま
す
よ
う
希
望
い
た

し
ま
す
。

（
決
算
審
査
意
見
書
抜
粋
）

平成１８年度の決算を認定
一般会計歳出総額８１億６４万円

町税収入は３８億４, ６１１万円（歳入総額の４４. ８％）

　

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
決

算
額
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

歳
入
で
３
・
１
％
減
、
歳
出
で

０
・
１
％
の
増
と
、
ほ
ぼ
同
程

度
の
順
調
な
決
算
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
厳
し
い
経
済

情
勢
の
中
で
堅
実
に
予
算
を
編

成
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行

な
っ
た
結
果
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
町
税
や

繰
入
金
、
繰
越
金
な
ど
の
自
主

財
源
が
増
加
し
た
反
面
、
施
設

整
備
の
終
了
に
と
も
な
う
国
庫

支
出
金
や
町
債
の
大
幅
な
減
少

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
三
位
一
体
改
革
に
と

も
な
う
経
過
措
置
と
し
て
、
所

得
譲
与
税
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
地
方
譲
与
税
が
増
加
し

た
一
方
、
地
方
交
付
税
が
大
幅

に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
本
格
的
な
税
源
移
譲

が
実
施
さ
れ
、
町
の
自
助
努
力

が
問
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
徴
収

対
策
を
強
化
し
、
徴
収
率
の
向

上
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
予
算
現

額
86
億
８
、
０
７
４
万
円
に
対

し
決
算
額
は
81
億
64
万
円
で
、

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
邑

楽
町
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関

す
る
条
例
の
改
正

　

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

国
会
議
員
の
資
産
等
の
公
開
等

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い

町
の
条
例
も
改
正
し
ま
し
た
。

邑
楽
町
税
条
例
の
改
正

邑
楽
町
都
市
計
画
税
条
例
の
改

正
　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い

関
係
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

邑
楽
町
農
畜
産
物
処
理
加
工
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、

邑
楽
町
農
畜
産
物
処
理
加
工
施

設
（
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
を

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る

た
め
、条
例
を
整
備
し
ま
し
た
。

邑
楽
町
企
業
誘
致
条
例
の
改
正

　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の

施
行
期
間
を
３
年
延
長
し
平
成

会 計 別 歳 入 総 額 歳 出 総 額 差 引 額

一 般 会 計 85 億 8,843 万 0,573 円 81 億 0,064 万 4,246 円 4 億 8,778 万 6,327 円

国民健康保険特別会計 26 億 7,454 万 1,649 円 24 億 4,852 万 6,158 円 2 億 2,601 万 5,491 円

老 人 保 健 特 別 会 計 17 億 7,397 万 8,743 円 17 億 3,954 万 9,805 円 3,442 万 8,938 円

介 護 保 険 特 別 会 計 11 億 4,434 万 4,028 円 10 億 8,904 万 8,793 円 5,529 万 5,235 円

下水道事業特別会計 5億 2,761 万 2,759 円 5 億 0,220 万 2,124 円 2,541 万 0,635 円

水 道 事 業 会 計 5億 3,206 万 4,472 円 5 億 0,054 万 1,500 円 3,152 万 2,972 円
（当年度純利益）

◆平成19年度補正予算◆

◆平成18年度決算額◆

会 計 別 補 正 額 予 算 総 額

一 般 会 計 3億 6,739 万円 89 億 2,937 万円

国民健康保険特別会計 1億 2,516 万円 27 億 3,806 万円

老 人 保 健 特 別 会 計 3,443 万円 17 億 6,008 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 5,903 万円 　12 億 7,881 万円

下水道事業特別会計 1,350 万円 　4億 3,325 万円

完成した保健センター

9
月
定
例
会

　

９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
決
算
を
は
じ
め
、
各

特
別
会
計
の
決
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審

査
を
行
い
18
日
の
本
会
議
で
各
会
計
と
も
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

  

保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
等

計
画
さ
れ
た
事
業
完
了

可
決
さ
れ
た
議
案
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け
て
い
る
。
芸
術
文
化
活
動
を

発
展
さ
せ
る
に
は
、
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
第
五
次
総

合
計
画
の
中
で
、
文
化
活
動
の

拠
点
と
な
る
中
央
公
民
館
の
建

設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。現
在
、

公
民
館
で
は
知
的
障
害
者
の
青

年
学
級
等
も
開
催
さ
れ
、
高
齢

者
・
子
ど
も
た
ち
す
べ
て
の
人

小
島
議
員　

平
成
17
年
７
月
23

日
、
邑
楽
町
公
民
館
で
議
員
５

人
と
某
文
化
グ
ル
ー
プ
数
十
人

と
意
見
交
換
を
し
た
時
に
、
庁

舎
と
多
目
的
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

尋
ね
ら
れ
た
。
私
は
「
ガ
ラ
ス

張
り
の
建
物
で
は
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
と
居
住
性
に
問
題
が

あ
り
、
ま
た
、
建
設
費
の
倹
約

の
面
か
ら
も
現
在

の
公
民
館
を
大
規

模
改
築
す
れ
ば
新

築
と
変
わ
ら
な
い

建
物
に
な
る
」
と

答
え
た
。
町
の
考

え
は
。

生
涯
学
習
課
長　

現
在
の
邑
楽
町
公

民
館
は
、
老
朽
化

し
ホ
ー
ル
も
舞
台

も
狭
く
、
仮
設
舞

台
を
つ
な
ぎ
対
応

し
て
い
る
。
音
響

も
悪
く
、
利
用
者

に
大
変
不
便
を
か

Ｑ　

大
野
議
員　

私
の
調
査
で

は
、
町
議
選
後
３
カ
月
過
ぎ
て

現
金
を
配
っ
た
議
員
が
い
る
。

収
支
報
告
書
に
記
載
は
な
く
公

選
法
違
反
の
疑
い
が
あ
る
。
選

挙
管
理
委
員
会
を
開
く
べ
き

だ
。

Ａ　

選
管
書
記
長　

事
実
な
ら

ば
、
報
告
書
の
修
正
等
が
必

要
と
思
う
が
、
委
員
長
と
相
談

し
委
員
会
の
開
催
を
検
討
し
た

い
。

Ｑ　

立
沢
議
員　

商
工
業
支
援

事
業
と
し
て
企
業
誘
致
奨
励
金

が
出
て
い
る
。
鞍
掛
工
業
団
地

へ
の
進
出
の
引
き
合
い
は
。

Ａ　

都
市
計
画
課
長　

18
年
度

は
３
社
が
用
地
を
取
得
し
、
工

場
建
設
ま
た
は
建
設
を
予
定
し

て
い
る
。
未
分
譲
地
は
12
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
る
が
、
ほ
ぼ
引
き
合

い
が
き
て
い
る
。

大
野
議
員　

大
規
模
指
定
既
存

集
落
内
の
農
地
除
外
申
請
と
、

青
地
の
除
外
申
請
の
進
捗
状
況

を
尋
ね
た
い
。

産
業
振
興
課
長　

地
域
整
備
計

画
の
見
直
し
作
業
を
５
年
に

一
度
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
事
務
手
続
き
が
遅
れ

て
お
り
、
新
た
な
計
画
変
更
を

県
に
受
付
け
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

大
野
議
員　

５
年
に
一
度
の
見

直
し
作
業
が
遅
れ
て
い
る
理

一

般

質

問

　

一
般
質
問
は
、
９
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
問
に
は
、
５

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
行
政
事
務
な
ど
に
つ
い
て
執
行
部
の

考
え
を
た
だ
し
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

邑楽町公民館

由
で
町
民
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
。
未
だ
に
２
月
の
申
請
の
許

可
が
さ
れ
て
い
な
い
。
早
く
除

外
が
で
き
て
、
家
が
建
つ
ま
で

に
は
、
あ
と
ど
の
く
ら
い
か
か

る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

現
在
進
め
て

い
る
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し

は
、
９
月
４
日
に
提
出
し
て
あ

る
の
で
、
今
月
の
末
に
は
回
答

が
あ
る
と
思
う
。
県
か
ら
回
答

が
あ
れ
ば
10
月
よ
り
縦
覧
に
供

し
、
11
月
に
入
り
15
日
間
の
異

議
申
し
立
て
期
間
が
あ
る
。
11

月
中
旬
に
本
協
議
を
経
て
、
遅

く
て
も
12
月
中
に
は
計
画
の
見

直
し
の
許
可
を
県
よ
り
頂
く
こ

と
に
な
る
。
そ
の
後
、
既
に
受

付
け
た
除
外
申
請
を
県
に
提
出

し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
教
育
問
題
に
つ
い
て

12
月
中
に
は
、

県
の
許
可
見
込
み

決

算

質

疑

決
算
の
主
な
質
疑
（
要
旨
）

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
の
決
算
に
あ
た
り
、
一
年
間
事

業
を
行
っ
た
行
政
効
果
な
ど
、
ど
れ
だ
け
成
果
が
あ
っ
た

か
を
中
心
に
、議
会
で
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
下
は
、

抽
出
し
た
項
目
の
要
旨
で
す
。

Ｑ＆Ａ
　

農
業
振
興
地
域
の

　
　
　
　
　

除
外
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
改
築
に
つ
い
て

Ｑ　

金
子
議
員　

学
力
向
上
の

た
め
に
、
修
熟
度
に
合
っ
た
町

内
統
一
テ
ス
ト
の
実
施
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は
ど
う

か
。

Ａ　

教
育
長　

郡
内
と
の
比
較

は
難
し
い
が
、
年
々
家
庭
学

習
の
定
着
が
み
え
、
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ　

本
間
議
員　

介
護
保
険

は
、
平
等
に
受
け
ら
れ
る
の
が

原
則
だ
が
、
現
実
に
は
順
番
ま

ち
の
人
も
い
る
よ
う
に
聞
い
て

い
る
。
町
の
対
応
は
。

Ａ　

町
長　

介
護
の
仕
方
も
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
、
地
域
密
着

型
施
設
の
開
所
予
定
も
あ
る
の

で
、
そ
れ
ら
も
活
用
し
体
制
を

整
え
て
行
き
た
い
。

鞍掛第３工業団地

Ｑ　

小
倉
議
員　

実
質
公
債
費

比
率
８
・
９
％
の
邑
楽
町
で
破

綻
の
可
能
性
は
あ
る
か
。

Ａ　

監
査
委
員　

大
変
健
全
な

運
営
だ
と
思
う
。
民
意
は
減
税

を
望
ん
で
い
る
が
、
要
求
は
無

限
大
に
あ
る
。
破
綻
は
い
つ
す

る
の
か
で
は
な
く
、
破
綻
し
な

い
よ
う
に
今
後
も
健
全
財
政
に

努
め
て
も
ら
い
た
い
。
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小
学
校
３
年
生
以
下
を
無
料
化

に
し
た
の
は
13
市
町
村
、
小
学

校
６
年
生
ま
で
の
無
料
化
で
は

９
市
町
村
あ
る
。
板
倉
町
は
就

学
前
ま
で
無
料
。
明
和
町
は
小

学
校
卒
業
ま
で
無
料
。
千
代
田

町
は
、
入
院
が
中
学
校
卒
業
ま

で
、
通
院
が
小
学
校
卒
業
ま
で

無
料
。
大
泉
町
は
通
院
が
就
学

前
、
入
院
が
小
学
校
卒
業
ま
で

無
料
。
館
林
市
は
小
学
校
２
年

本
間
議
員　

少
子
化
対
策
に
つ

い
て
邑
楽
町
の
支
援
、
施
策
が

図
ら
れ
て
い
る
現
況
を
聞
き
た

い
。

福
祉
課
長　

長
時
間
保
育
、
一

時
保
育
、
ゼ
ロ
歳
児
保
育
等
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

18
年
４
月
か
ら
四
つ
の
児
童

館
の
開
館
時
間
延
長
等
を
行

い
、
子
育
て
の
支
援
・
放
課
後

児
童
の
対
策
と
し
て
充
実
を
図

っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
の

施
策
を
組
み
合
わ
せ
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
環
境

整
備
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

本
間
議
員　

邑
楽
町
は
、
議
員

定
数
を
減
ら
し
た
そ
の
一
助
と

し
て
昨
年
、
１
歳
繰
り
上
げ
て

小
学
校
１
年
生
ま
で
医
療
費
の

無
料
化
を
推
進
し
た
。
群
馬
県

知
事
は
、
15
歳
ま
で
医
療
費
の

無
料
化
を
公
約
し
た
。
県
内
で

生
ま
で
無
料
。
邑
楽
町
は
、
や

や
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
部
分
が

あ
る
が
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

今
現
在
は
、
通
院
が
３

歳
未
満
、
入
院
が
５
歳
未
満
に

対
し
県
か
ら
１
／
２
の
補
助
が

あ
る
。
１
／
２
は
町
が
負
担
し

て
い
る
。
15
歳
ま
で
は
、
も
う

少
し
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
で
き
る
だ
け
町
民
の
負
担

を
少
な
く
し
て
い
き
た
い
。

何
も
解
ら
な
い
ま
ま
に
お
寺
に
嫁
ぎ
、

穏
や
か
で
明
る
く
楽
し
い
住
職
に
助
け

ら
れ
て
、
30
年
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

ま
し
た
。

お
正
月
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
一

緒
に
参
加
し
、
そ
し
て
お
墓
参
り
に
来

ら
れ
る
檀
家
さ
ん
達
に
、
心
安
ら
ぐ
お

寺
だ
と
感
じ
て
も
ら
い
た
い
一
心
で
、

草
む
し
り
等
に
勤い
そ

し
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
が
、
今
で
は
そ
れ
自
体
が
、
私
自
身

の
た
め
で
あ
り
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る

と
、
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
草

花
は
毎
年
種
を
こ
ぼ
し
、
く
り
返
し
美

し
く
咲
い
て
く
れ
ま
す
。
一
番
癒
さ
れ

て
い
る
の
は
私
で
し
た
。
何
事
も
な
い

平
凡
な
毎
日
を
過
ご
せ
る
こ
と
の
有
り

難
さ
に
気
付
き
、
感
謝
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

世
の
中
で
は
あ
ま
り
に
も
辛
す
ぎ
る

事
件
等
、
悲
し
い
思
い
で
生
き
る
人
々

の
多
い
中
で
、
人
の
心
を
思
い
遣
り
、

我
が
心
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

毎
朝
自
分
の
胸
の
中
に
繰
返
し
か
み
し

め
て
い
ま
す
。
苦
し
い
時
辛
い
時
に
は

「
ご
本
尊
様
に
道
を
聞
き
な
さ
い
」
と
自

分
に
も
子
供
達
に
も
言
い
聞
か
せ
、日
々

を
送
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

佐
野　

洋
子　

（
藤
川
・
16
区
）

４
０
０
万
円
、
15
歳
ま
で
実
施

し
た
と
し
て
約
３
、０
０
０
万

円
で
あ
る
。
ま
ず
は
現
行
の
小

学
校
１
年
生
ま
で
の
実
施
を
小

学
校
３
年
生
ま
で
実
施
す
る
。

そ
し
て
、
順
次
こ
れ
を
拡
大
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
強
く
望

む
も
の
で
あ
る
。

福
祉
課
長　

少
子
化
対
策
、
子

育
て
支
援
に
と
っ
て
医
療
費
の

無
料
化
と
い
う
の
は
、
保
護
者

の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

も
の
で
、
財
源
と
い
う
問
題
も

出
て
く
る
が
、
充
実
さ
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
少
子
化

対
策
の
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。

ま
た
、
県
の
補
助
が
１
／
２
と

い
う
範
囲
が
あ
る
が
県
の
動
向

を
み
て
、
対
象
範
囲
、
補
助
率

等
も
勘
案
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
生
ゴ
ミ
を
攻
め
よ
う

県
の
動
向
を
み
て

15
歳
ま
で
は
検
討
課
題

お寺に嫁いで

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

想
の
転
換
を
し
て
、
利
用
を
指

導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

小
島
議
員　

以
前
計
画
さ
れ
た

多
目
的
ホ
ー
ル
の
建
設
費
は
15

億
円
で
あ
っ
た
。
新
し
い
庁
舎

の
坪
単
価
を
計
算
す
る
と
65
万

２
千
円
と
な
る
。
こ
の
坪
単
価

で
、
現
邑
楽
町
公
民
館
約
４
５

２
坪
の
大
規
模
改
築
工
事
費
を

計
算
す
る
と
約
２
億
９
、
４
７

０
万
円
と
な
る
。
以
前
の
計
画

の
１
／
５
で
あ
る
。
ま
た
、
館

林
市
の
文
化
ホ
ー
ル
は
年
間
約

30
％
の
使
用
率
で
、
約
70
％
年

間
２
４
０
日
は
空
い
て
い
る
。

邑
楽
町
の
町
民
が
借
り
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

議
員
が
言
う

と
お
り
非
常
に
低
い
利
用
率
で

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
中
、
邑
楽

町
で
は
両
毛
広
域
圏
で
施
設
相

互
利
用
の
協
定
が
あ
り
、
館
林

市
の
市
民
と
同
じ
よ
う
な
条
件

で
使
う
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

広
域
施
設
の
有
効
活
用
も

支
援
を
推
進
し
て
い
る
。ま
た
、

乳
幼
児
の
医
療
費
、児
童
手
当
、

第
３
子
出
産
祝
金
等
の
支
援
事

業
を
実
施
し
、
更
に
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
組
み
合
わ
せ
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

岩
﨑
議
員　

子
育
て
支
援
で

ぜ
ひ
今
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
医
療
費
の
無
料
化
を
拡
大

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
一
学
年
、
大
体
７
０
０
万

円
か
ら
８
０
０
万
円
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
県
の
１
／
２
負

担
が
あ
れ
ば
３
５
０
万
円
か
ら

岩
﨑
議
員

医
療
費
の
無
料
化

の
拡
大
を
と
い
う
こ
と
で
お
尋

ね
す
る
。
赤
ん
坊
の
泣
き
声
を

聞
く
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。

少
子
化
が
止
ま
ら
な
い
。
17
年

度
の
出
生
率
を
み
る
と
、
国
が

１
・
26
、
県
が
１
・
39
、
町
が
１
・

12
で
あ
る
。「
子
ど
も
を
育
て

る
な
ら
邑
楽
町
」
に
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
子
育
て
の
環

境
が
厳
し
い
と
、
将
来
の
町
や

地
域
の
宝
が
増
え
な
い
。
そ
こ

で
、
こ
れ
か
ら
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
少
子
化
対
策
、
特
に
子

育
て
支
援
対
策
の
重
要
な
施
策

を
尋
ね
た
い
。

福
祉
課
長　

町
で
は
少
子
化
対

策
と
し
て
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
を
策
定
、
児
童
の
健
全

育
成
と
子
育
て
環
境
の
整
備
、

医
療
費
無
料
化
の
拡
大
を

が
、
快
適
に
活
動
で
き
る
素
晴

ら
し
い
施
設
を
目
指
し
て
い

る
。

小
島
議
員　

現
在
、
文
化
ホ
ー

ル
等
の
大
き
な
建
物
の
室
内

で
文
化
活
動
が
盛
ん
に
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。
平
地
林
と
緑
豊

か
な
自
然
、
大
空
の
見
え
る
邑

楽
町
で
は
、
精
神
文
化
を
育
む

素
地
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
教
養

豊
か
な
文
化
グ
ル
ー
プ
の
人
々

に
、野
外
活
動
を
提
案
す
る
が
、

町
の
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長　

邑
楽
町
に

は
、
中
央
公
園
、
多
々
良
沼
公

園
、
創
造
の
森
等
多
く
の
自
然

や
平
地
林
が
あ
る
。
子
育
て
広

場
、
青
少
年
体
験
キ
ャ
ン
プ
、

障
害
者
青
年
学
級
で
の
中
央
公

園
の
利
用
や
子
ど
も
ま
つ
り
で

の
多
々
良
沼
公
園
の
活
用
、
自

然
観
察
教
室
の
光
善
寺
大
犬
久

保
の
雑
木
林
の
散
策
な
ど
が
あ

る
。
現
在
は
、
自
然
環
境
保
全

等
が
大
き
く
叫
ば
れ
て
い
る
。

町
の
自
然
を
生
か
し
た
多
彩
な

学
習
や
、
野
外
で
の
発
表
会
、

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
つ
い

て
も
、
議
員
指
摘
の
と
お
り
発

こ
れ
か
ら
の
邑
楽
町
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
多
く
の
地
域
住
民
と

話
が
で
き
た
こ
と
は
、
素
晴
ら

し
く
、
有
意
義
で
あ
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。
そ
の
時
の
熱
い
思

い
は
、
今
も
全
く
変
わ
っ
て
い

な
い
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
、
厳
し
い

財
源
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

小
沢
議
員　

久
保
田
町
長
の
４

年
前
、
初
当
選
か
ら
現
在
ま
で

の
町
政
に
対
す
る
思
い
、
心
意

気
を
聞
き
た
い
。

町
長　

思
い
起
こ
せ
ば
９
年
前

私
が
40
歳
の
時
、
邑
楽
町
、
近

隣
市
町
、
東
毛
地
域
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
等
、
模
造
紙
に
数

字
（
指
数
等
）
を
示
し
た
中
で
、

今
後
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

ほ
か
の
施
設
の
利
用
等
に
つ
い

て
も
希
望
者
が
あ
れ
ば
仲
介
等

し
て
い
き
た
い
。

　

生
涯
学
習
、
あ
る
い
は
社
会

教
育
の
目
的
は
、
個
人
で
学
習

し
た
こ
と
を
個
人
に
と
ど
め

ず
、
家
庭
に
地
域
に
町
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
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　　　　　８日　館林邑楽総合開発促進協議会

　　　　１０日　邑楽町中学生国際交流事業派遣者壮

　　　　　　　　行会

　　　　１７日　全員協議会

　　　　２１日　東毛広域幹線道路建設促進に関する

　　　　　　　　要望活動

　　　　２４日　議会運営委員会

　　　　２７日　総務・文教常任委員会、厚生・環境

　　　　　　　　常任委員会

　　　　２８日　建設・経済常任委員会、全員協議会

　　　　３０日　邑楽郡市町村議会議長会臨時会

　　　　　２日　邑楽町防災訓練

　　　　　６日～１９日　９月定例会

　　　　　　　  （本会議、議会運営委員会、各常任

　　　　　　　　 委員会、全員協議会、広報委員会）

　　　　２１日　戦没者追悼式

　　　　２５日　大泉町外二町環境衛生施設組合議会

　　　　２８日　太田市外三町広域清掃組合議会

　　　　　５日　議会広報委員会編集会議

　　　　　７日　町民体育祭

　　　　１６日　議会広報委員会校正会

　　　　２２日　館林邑楽農業共済事務組合議会

　　　　　　　　邑楽館林医療事務組合議会

　　　　　　　　館林地区消防組合議会

　　　　３０日　群馬県町村議会議員研修会

《9月》

《10月》

《8月》

古
希
を
迎
え
て
過
去
を
振
り
返
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

孫
を
得
て
あ
ま
り
の
可
愛
さ
に
、
ぶ

ん
殴
っ
て
育
て
た
我
が
子
に
、
可
哀
想

な
こ
と
を
し
た
と
反
省
の
限
り
で
す
。

彼
ら
（
男
二
人
）
が
小
六
、
中
三
の

こ
ろ
、
飼
い
犬
の
水
飲
み
用
の
器
を
洗

わ
せ
た
時
、
汚
れ
の
付
い
た
ま
ま
水
を

与
え
よ
う
と
し
た
の
で
、
相
手
に
対
す

る
思
い
や
り
の
無
さ
に
私
は
激
怒
し
、

そ
の
水
を
子
ど
も
た
ち
に
飲
ま
せ
ま
し

た
。
妻
は
そ
れ
を
見
て
涙
を
流
し
て
い

た
の
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
勉
強
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
今
は
、
相
手
の
気

持
ち
を
思
い
や
れ
る
大
人
に
育
ち
ま
し

た
。最

近
は
学
級
崩
壊
と
か
暴
走
行
為
と

か
、
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
こ
と
が

日
常
茶
飯
事
で
す
ね
。

故
早
坂
茂
三
氏
（
故
田
中
角
栄
氏
秘

書
）
は
「
若
者
は
や
り
た
い
こ
と
は
な

ん
で
も
や
れ
、
た
だ
し
最
後
に
自
分
で

責
任
を
取
れ
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

納
得
。

つ
い
つ
い
昔
の
こ
と
を
振
り
返
る
毎

日
で
す
。

古希を迎えて

津
野　

久

（
光
善
寺
・
15
区
）

あ
る
。
町
内
小
中
学
校
の
耐
震

補
強
・
大
規
模
改
造
工
事
。
広

く
明
る
く
気
持
良
く
利
用
で
き

る
保
健
セ
ン
タ
ー
。
午
前
中
か

ら
の
開
館
と
な
っ
て
利
用
者
も

倍
増
し
好
評
の
南
・
北
児
童
館
。

静
か
で
安
全
安
心
明
る
く
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
等
、
子
ど
も
父

兄
と
も
大
喜
び
の
南
保
育
園
。

県
、
国
の
補
助
制
度
を
全
て
活

用
し
整
備
・
建
設
し
て
き
た
。

小
沢
議
員　

町
の
人
口
構
成
の

中
で
一
番
多
く
を
占
め
る
昭
和

21
年
以
降
生
ま
れ
の
ほ
と
ん
ど

が
退
職
し
年
金
生
活
と
な
り
、

い
よ
い
よ
地
域
社
会
で
活
動

（
働
）
し
、
生
涯
を
送
る
時
代

に
突
入
し
た
。
そ
こ
で
財
源
確

保
の
観
点
か
ら
行
政
と
商
工
団

体
、
農
業
団
体
等
と
の
活
発
な

交
流
・
融
合
に
よ
る
新
規
事
業

の
開
発
や
、
工
業
団
地
の
造
成

南保育園

の
次
代
を
担
う
子
育
て
世
代
の

若
い
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
の
充

実
を
図
り
た
い
。
ま
た
弱
い
人

た
ち
に
目
を
そ
そ
い
だ
行
政
、

そ
し
て
、
経
験
豊
か
な
多
く
の

高
齢
者
の
参
画
、
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
知
識
、
能
力
、

活
力
を
自
然
体
で
発
揮
で
き
る

環
境
づ
く
り
支
援
を
、
行
政
区

と
一
体
と
な
り
議
会
の
協
力
を

得
て
、
町
を
挙
げ
て
強
力
に
推

進
し
た
い
。

小
沢
議
員　

私
た
ち
町
民
、
特

に
弱
い
人
、
こ
れ
か
ら
増
え
続

け
る
高
齢
者
の
健
康
へ
の
願

い
。
ま
た
、
次
代
を
担
う
子
育

て
世
代
の
た
め
、
俗
に
い
う
箱

物
づ
く
り
に
力
を
い
れ
て
来
た

よ
う
だ
が
、
是
非
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

町
長　

少
子
高
齢
化
が
益
々
進

む
町
の
人
口
構
成
を
考
え
た

時
、
特
に
必
要
な
も
の
は
町
民

の
健
康
維
持
増
進
と
、
子
育
て

環
境
の
整
備
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
議
員
の
理
解
と
協
力
を

得
、
費
用
対
効
果
も
念
頭
に
置

き
町
の
将
来
の
た
め
敢
え
て
箱

物
づ
く
り
を
実
行
し
た
も
の
で

等
収
入
源
の
確
保
が
必
要
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
を
聞
き
た

い
。

町
長　

国
、
政
府
の
施
策
で
規

制
緩
和
ま
た
は
農
家
に
対
す
る

政
策
の
転
換
等
あ
り
非
常
に
厳

し
い
が
、
町
と
し
て
で
き
る
こ

と
は
取
り
組
み
、
助
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

財
源
の
確
保
、
雇
用
の
増
大
に

つ
い
て
は
、
工
業
団
地
へ
の
企

業
誘
致
、
町
民
と
話
し
合
い
な

が
ら
工
業
団
地
の
造
成
な
ど
を

進
め
雇
用
拡
大
が
図
れ
れ
ば
と

思
う
。
ま
た
、
町
内
企
業
と
進

出
企
業
と
の
交
流
な
ど
仕
事
の

増
加
に
寄
与
す
る
よ
う
、
行
政

と
し
て
も
積
極
的
に
進
め
た

い
。

雇
用
拡
大
に
取
り
組
む

議会を傍聴しましょう

　次回の定例会は、１２月２５日から２７日

を予定しています。

　住所・名前・年齢を受付簿に書くだけでど

なたでも傍聴できます。

　平成１９年６月議会までの会議録は、図書

館、邑楽町公民館、産業研修会館（長柄公民

館）、勤労青少年ホーム（ヤングプラザ）に

置いてありますのでご覧ください。

　また、ホームページにも会議録全文を掲載

しています。

　詳しくは、議会事務局まで

188-5511（内線290）
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【岩手県一関市】
小島　きよ子（前原・４ 区）

〔皆様のご意見、ご要望等、議会広報委員会までお寄せください。点訳版をご希望の方は、ご連絡ください。〕

◎　編　集　後　記　◎

■発行　群馬県邑楽町議会　■発行人　議会議長　横山英雄　■編集　邑楽町議会広報委員会　群馬県邑楽郡邑楽町大字中野3040　TEL0276-88-5511（内線 290）

URL http://www.town.ora.gunma.jp/gikai　E-Mail gikai@swan.town.ora.gunma.jp

　日本で一番広い県です。９月まで放送された“どんど晴れ”の舞台ともなりました。一

関市は最南に位置し、西には須川岳（栗駒山）がそびえ周囲には平泉中尊寺、厳
げん

美
び

渓
けい

、足を

伸ばすと猊
げい

鼻
び

渓
けい

や大船渡の魚、前沢牛が知られています。また温泉も豊富で療養に観光にと

賑わっています。

　昭和 23年には、台風が町を飲み込んで大勢の人
たちが犠牲になりました。今でもその時の水位の印
を町のあちこちで目にします。
　一関市は盆地なので、町の中心街や田畑は雨や台
風になると水浸しでした。今は橋や堤防が高くなり、
北上川への分水場が出来て以前程でもないようで
す。また、ササニシキやひとめぼれの産地でもあり、
特に餅文化は各地域とも盛んで御祝いごとや行事に
は欠かせないものとなっています。
　東北道が開通してからは、郊外に市街地が広がり、
大型ショッピングセンターや娯楽施設等で賑わって
います。大合併もあり以前の３倍位になりました。
　邑楽町に住み 37年、良いところ悪いところを受
け入れて孫子の時代まで、より良い環境であること
を願います。源義経や藤原家四代の家臣、両親の眠
る“ふるさと”への思いを寄せて。

厳美渓の甌
おう

穴
けつ

わ た し の ふ る さ と

　議員の仕事とは何か、議会の役割とは何か、私の理解は、一つは行政（町）から提出される各種案件のチェッ
ク機能であり、二つは行政への政策提案、提言であろうと考えます。そして、このことは、総じていえば町政は
町民のためにあるわけですから、町民が主人公の行政であるべきなのである。
　ですから多様な意見がある中での「町づくり」のあり方については、広く多くの皆さんとコンセンサスをとっ
て行く、情報を公開し共有する。そして町民の皆さんと一緒に汗を流し考え、行動する協働の時代です。具体的
に一つの例をとれば、町が予算案を作成するわけですが、この予算案には、町民の皆さんのアイデアや提案、意
見等を生かし、反映させていくことができればいいな、町づくりをここからも変えて行かなければならないなと
考えます。
　この議会だよりは、全てではないが、議会や議員の広報にとどまらず「評価」の重要な情報の一つであるとい
う認識を持って、議会活動、議員活動に精進したい。

（岩﨑記）


